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（一）富士由比線 （富士市中之郷） 災害防除事業 

 
 
１ 概 要 

平成 26 年 10 月 5 日～6 日、富士市中之郷地区で、県内を通過した台風 18 号により

（一）富士由比線沿の山の斜面が崩れ、県道が全面通行止めになりました。 

このため、被災当日に県道の土砂・倒木を取り除く仮復旧工事を実施しました。 

また、平成 27 年度には必要な事業用地を取得し、災害防除工事に着手しました。 

本工事では、高さ 3.5m の待受コンクリート擁壁を L=22.7m 設置しました。擁壁の設置 

により、斜面崩壊時の土砂を防ぐことができます。 

 
 
２ 設計諸元 
 

路 線 名 （一）富士由比線     ※（一）：一般県道 

箇  所 富士市 中之郷 地内 

延  長 L=22.7m 

擁壁規模 待受コンクリート擁壁  高さ H=3.5m, 幅 W=2.5m 

事業費 C=31 百万円 

事業期間 平成 27 年度～平成 28 年度（災害防除工事） 

 

 

位 置 図（出典：静岡県 GIS） 
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事業個所 



 

案 内 図（出典：静岡県 GIS） 

 

 
被災状況（Ｈ26.10.6 撮影） 
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擁壁設置工 L=22.7m 

至 沼津 

至 静岡 

静岡 ↓ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画平面図 

 

 

 

標準横断面図 
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３ 事業効果 

 

  
災害防除工事着手前（Ｈ27.7.31 撮影） 

 
災害防除工事完成後（Ｈ28.6.21 撮影） 

沼津 → 

Before 

After 

沼津 → 


